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キケロ『法律論』より一「述語的属格」をめぐって一一
秋山学
今月はキケロ 「法律論Jからテキストを選んでみましょう 。
fD Etis et omne honestum sul sponte esse expetendum. Etenim omnes virT 
bonr 1psam aequ1tatem et is ipsum amant, nee est viri boni errare el drligere 
quod per se non sit dTligendum: per se igitur iis est expetendum et colendum. Quod 
sT ils, etiam istitia; sin ea, reliquae quoque virtiites per se colendae sum. Quid ? 
Liberalitas gratunane est an mercenliria? ST sine praemiO benrgnus est, grlituita; sT 
cum mercede, conducta. Nee est dubium quTn is quT ITberlilis benTgnusve dTcitur, 
officium non, frictum sequatur. Ergo item iustitia nihil expetit praemii, nihil pretiT 
per se igitur expetitur eademque omni um virtiitum causa atque sententia est. - De 
legibus, I, XVII, 48 一Ledroit et toute chose noble doivent etre recherches pour leur propre valeur. 
Et en effet, ce qu aiment tous Jes hommes de bien, c'est l'equite ele-meme, le droit Jui-
meme ; etun homme de bien ne peut se tromper ayant de J'affection pour ce qui ne 
serait pas digne par soi d'etre aime; donc Je droit est par soi digne d'etre desire et honore; 
mais avec le droit, Ja justice, et, avec elJe, toutes Jes autres vettus doivent etre par soi 
honorees. Que dirons-nous ? La generosite ? Est-eJle desinteressee ou saJariee ? Si, sans 
recompense, J'homme se montre bon, ele est desinteressee ; sieJle s'accompagne d'un 
saJaire, elJe est venaJe. I est hors de doute que l'homme dont on dit qu'iJ est gもnereux
et bon cherche son devoir et non son avanrage. De meme par consもquentJa justice ne 
reclame ni recompense ni prix : c'est done pour eJ e qu'on Ja desire. Et Je fond est Je 
meme, on doit penser de memc de toutes Jes vettus 
.. 公正さとあらゆる高貴さとは、それ自体として追求されるぺきである。というのも実際、
善き人々はすぺて、公平さそのもの、公正さそのものを愛するからであり、過ちを犯したり、それ自
体として愛すぺきでないものを愛したりするのは、善き人にふさわしい所業ではないからだ。従っ
て、公正さはそれ自体として追求され敬愛されるぺきである。もし公正さがそうであれば、正義に
ついては言うまでもなかろう。そして正器がそうであれば、それ以外の諸々の徳も、それ自体とし
て敬愛されるぺきである。ではどうだろうか。寛容さは、無償なのかそれとも営利的なのか。もしあ
る人が、無報酬でも親切心に溢れていれば、寛容さは無1賞のものである。もしそこに報酬が伴って
いれば、寛容さは雇われてのものである。「寛容だ」とか「親切だ」とか言われる人が、器務に忠実で
あって、報いを求めているのでないということは、疑う余地がない。従って正羨もまた、いかなる報
酬をも、いかなる謝礼をも求めない。かくして正義は、それ自体として追求されるのであり、あらゆ
る徳の原因また規準なのである。
仏語や英語には、代名詞関係を除き「格」という概念がありませんが、ラテン語の名
詞類には「格変化」という現象が見られ、主格 （～が）〔および呼格 （～よ）〕 のほかに、
屈格 （～の）与格 （～に）・対格 （～を）奪格 （～から；～によって）という 4つの「斜格」
が存在します。名詞の「身分」を意味するこの「格表現」は、日本語では格助詞を名詞の
後に付して行いますが、ラテン語では名詞自体の語尾を変化させて表します。ラテ ン語
では仏語や英語と同様、前爵詞をも適宜用いて文意を補足しますが、ラテン語の場合、
この前置詞が対格または奪格を支配します。日本語は、上で各々の格の意味を付す際に
「～」を用いねばならなかったように、前置詞ではなく「後置詞」的表現に拠る言語だと
いうことができます（ハンガリー語などに類似）。
さて今回は、属格の基本的用法である「所有の属格」に含まれる「述語的属格」につ
いて考えてみましょう。ラテン語原文で太字にした neeest virT bonT errareの部分、仏
訳では "unhomme de bien ne peut se tromper"となっていますが、原文の意味は「過ち
を犯すことは、善き人のなせる業ではない」といったところです。不定詞errare(「過つ
こと」） が主語に爵かれ、「善き人」virbonusの属格形 virTbonTが、 be動詞に相当する
est (不定法はesse)に直接接続しているわけです。手許の英訳では "itis unnatural for a 
good man to make such a mjstake .. "となっていて、仮主語＋不定詞句を用いてはいる
ものの、ラテン語の属格を for…で訳さざるを得なかったものと思われます。
ちなみに手許の仏和辞典には、 etre の用法の中に「 (de を従えて）． ，•に屈す る、～の一
貝である； （起源、性質、形状、構造などを示して）～のものである」という項目が挙が
っており、例文として 〈Iest d'un bon caractere. 〉「彼はいい性格の人 （立派な人物）だ」
が引かれています。また別の辞典には、 〈Iest demon devoir de + inf. 〉の形で、 「～す
ることはわたしの義務である」という成句が挙がっています。英語で似た構文の文章を
探すとすれば、 'Theinvention is of no value."「その発明は無価値だ」あた りで しょうか。
格変化を失った仏語や英語で、何となく気取った表現に聞こえる楊合、その淵源は、 し
ばしばラテン語の表現に求められることでしょう。
（あきやま・ま なぶ）
